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(IX回) 以来， IPS 創立に絡み， ISS としては， IPS 

とできるだけ密接な関係を保ちながら，それ自身の存

続も有意義であるよう何かと苦心しているかのように

みえる。現存は，Hawaii大学の Doty氏が窓口となり，

CanadaのNewBrunswick大学の Taylor氏や Chile

の Pontificia大学の Santelices氏(IACの一員)など

を通じて IPSの連絡を取っている。そこでまず，次

回 IPS(1985， Denmark)に， ISSによるミニシンポ

ジウム部会を設けて貰い， また逆に次回 ISS (1986， 

Brazil)の中にも IPSの部会を入れて貰うよう ISS

側から働きかけることなど決めた。 ISSと IPSは本

来の目的は違うが，内容的にはかなり重複する部分も

あり，両者に参加することは，内容的にも資金的にも

参加者の不便になりはしないか，それを防ぐ方法は何

か，など論議された。

4) FAOの発展途上国に対する海藻資源の収獲と利

用面の援助に， IACもできるだけ応援する意見が皆の

賛同を得た。 FAOでは有用海藻の名称と特質のリス

ト作製など計画している (FAO代表として米国の

Caddy氏が説明した)。

5) IACが，業界の Whitney氏や Stancioff氏などを

昼食に招待し，種々 ISSのあり方運営その他につき意

見を聞いた際に，やはり IACが業界のために役立つ

ことが希望された。具体的には Marinlg当りの希望

でもあるが，海藻成分の利用限度の研究やマクロ藻養

殖と収獲のための生理学も重要だし，養殖に関する相

互の情報およびデータ修復機構の必要性など論議され

た。ついでながら，講演の中に国の政策的色彩の濃い

ものがあったが，そのようものは IACで予め飾にか
事ず

けるべきだとの意見が一致した。

6) 22日の委員会で，次回 ISS(1986)は SaoPaulo 

大学 (deOliveira氏が圏内委員長になるはず)で，そ

の次のには (1989) Vancouverで行われる予定が決

定された。 1989ISSは Franceか Chileという案も

出た。次回の IAC委員長は Norwayの ]ensen氏が

McLachlan氏に代り，また副委員長は Moss氏がな

ることが決った。

7)青島 ISSの国内組織委員長の Tseng(曾)氏から，

UNESCO の仕事として明年青島て養殖に関する講習

会を開き，外国からも参加できるようにし，その経費

は UNESCOから援助するようにする計画が発表され

た。また FAOとの関連強化に IAC側では委員の

Delepine氏(仏)， Doty氏(米)， Moss氏(米)， Tseng 

氏(中)などが Caddy氏と連絡に当ることが決った。

8) 25日以降の会議には筆者は帰国のため出席でき

なかったが，そのうち主なことは，今回の ISSプログ

ラム作製(専門的区分けなど)は満足すべきものでは

なく，将来は例えば生物学や化学の領域ではさらに細

く区分けすべきであるという意見がでた。また ISSに

学会賞を置く案も議論されたという。発表講演 116の

要旨が集ったが，そのうち68が受理され，修正，却下

17件であった。 Tseng氏から今回の青島 ISSの会計に

つき，詳細は 1ヶ月後に TrondheimISA本部に連

絡するという報告がなされた。

(東京教育大学名誉教授干176東京都練馬区白山3-10ーの

一一学会録事一一

1.日本藻類学会第7回大会

昭和58年7月25-26日の両日，北海道室蘭市・室蘭

プリンスホテルにおいて第7回大会が開催された。本

大会は北海道大学理学部附属海藻研究施設50周年を記

念して開催されたものである。他の記念行事について

は別項に記した。北海道での大会開催は初めてのこと

で，当初準備委員会では地理的不便さによる参加者数

の減少を危倶したが，日を経るにつれて申込み数が増

え， 最終的には参加者111名， 講演数54題(一般講演

50題，シンポジウム 4題)となった。

大会第 1日目，一般講演終了後に昭和58年度総会と

懇親会が聞かれた。懇親会には 103名出席，舘脇正和

氏司会のもとに岩本康三学会会長の拶挨，阪弁輿志雄

大会会長の乾杯で始まり千原光雄氏の閉会の挨拶で終

るまでの約2時間，余興のカラオケをも混じえて極め

て盛会かつ豪華であった。

本大会の会場が会員の所属機関を離れてホテルに設

営されたのは今回が初めてである。大会，懇親会の開

催準備と運営に加え，会場設営にも多大の尽力をされ

た北大理学部海藻研究施設並びに植物学教室の方々に

深〈感謝致します。

大会参加者:秋岡英承，秋山優，鯵坂哲鮫，阿部

英治，安部守，飯閑雅文，井浦宏司，石川l依久子，

石光真由美，市村輝宣，庵谷晃，巌佐耕三，井鷺裕



司，岩本康三，芦夏鏑，内田卓志，梅崎勇，榎本

幸人， 大谷修司， 大野正夫， 大森長朗， 奥田一雄，

長田敬五，大島海ー，垣内政宏，角田修次，力日崎英男，

笠原和男，梶村光男，梶原忠彦，片野登，金子孝，

香村真徳，川井浩史.J11ロ栄男，川嶋昭二，加藤秀夫，

笠井文絵，黒木宗尚，工藤利彦，高原隆明，小林弘，

今野敏徳，斉藤英三，斉藤捷一，阪井輿宏、雄，佐々木

茂，佐藤恭成，佐藤輝夫，沢崎達孝，三本菅善昭，清

水哲，鈴木秀和，竹田信一，田沢伸雄，舘脇正和，

田中次郎，千原光雄，辻寧昭，寺脇利信，出井雅彦，

徳間 庚，中島秀明，長島秀行，中野武登，中原紘之，

中村泰男，中村義輝，南雲 保，名畑進一，新原義昭，

新山優子，酋浜雄二，西沢一俊，野崎久義，能登谷正

浩，芳賀卓，浜田仁，原慶明. P.S.パンディ

ー，福士由紀子，富士川龍郎，藤田大介，船野隆，

舟橋説往，姻輝三，堀口健雄，前田昌徹，玉置富太

郎，増田道夫，松江和則，真山茂樹，三浦昭雄，水野

真，宮地和幸， ミン・タイン，本村泰三，森宏枝，

本吉博，山岸高旺，山田家正，山本虎夫，山本弘敏，

横田雅之，横浜康継，吉崎誠，吉田忠生，渡辺仁治，

渡辺恒雄，渡辺信，渡辺真之

2.評議員会・編集委員会合同会議

第7回大会第1日の7月25日 (12: 10-13 : 00). 

室蘭プリンスホテルで評議員会・編集委員会合同会議

が開催され，昭和58年度総会に提出される報告事項と

議題によって審議された。審議内容は後述の総会報告

と重複するので，その項を参照されたい。

出席者:岩本康三会長，三浦昭雄編集委員長。秋山

優，千原光雄，堀輝三，巌佐耕三，西沢一俊評議員

・編集委員。市村輝宣，阪井輿志雄，梅崎勇，山本

弘敏各評議員。黒木宗尚，小林弘，正置富太郎，吉

田忠生各編集委員。今野敏徳，庵谷晃，高原隆明，

本吉斉各幹事。

3.昭和58年度総会

昭和58年7月25日，室蘭プリンスホテルにおける第

7回大会第 1日目 (18: 10-18 : 40)に総会が開催さ

れた。岩本康三会長の挨拶に続いて， 正置富太郎氏

(北大・水産)を議長に選出して議事に入った。

1.報告事項

1.庶務関係

(1)会員状況 (58年5月現在):名誉会員3名。普

通会員496名。学生会員67名。団体会員42名。賛助会

員13名。外国会員80名。 (2)昭和57年度文部省科学研

究費補助金「研究成果刊行費J98万円を受けた。また

昭和58年度分として105万9千円の補助金を申請した。
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(3)日本学会事務センターに58年度学会業務の一部を

委託する契約が締結された。 (4)第48回日本植物学会

大会会期中 (10月3-5日，京都工芸繊維大)に秋季

集会(講演会と懇親会)を開く計画がある。

2.会計関係

(1)昭和57年度会費の納入状況は良好で，普通会員，

学会会員ともに納入率が90%を超えている。 (2)昭和

57年度一般会計，山田基金決算報告は昭和58年2月18

日，猪川倫好(筑波大・生物科学系)および渡辺 信

(国立公害研)の両監事により適正であることが認め

られた。

3.編集関係

(1)昭和57年度に発行された第30巻1-4号は，総

頁数348頁，掲載論文37編， 短報16編， 広告14頁 (16

件)であった。 (2)昭和58年度既発行分の第31巻 1-

2号の掲載論文数は21編.126頁。 3号以下に掲載予定

の論文は審査中，改筆中のものを含めて12編である。

n.審議事項

1.昭和57年度一般会計決算報告・同監査報告。

表ーlのとおりで，承認された。

2.昭和57年度山田幸男博士記念事業基金特別会計

決算報告・同監査報告。

表ー2のとおりで，承認された。

3.昭和58年度一般会計予算案

昭和58年度予算案(表-3)についての説明がなされ，

質疑の後原案どおり承認された。

4.会計関係

(1)山田基金の活用について。これまで山田基金に

ついては，基金総額が 100万円に達した時にその預金

利子で賄う，ということが基本的な案として了解され

てきた。基金総額は表ー2のとおり 100万円を超えてい

るので，この活用に関する原案の検討を北大理学部黒

木宗尚氏に委嘱したいとの提案がなされ，承認された。

(2)印刷費高騰の折から別刷代金の個人負担額を再検

討することとした。 (3)昭和59年度文部省科学研究費

補助金「刊行助成金」の申請を行う。

5.編集関係

文部省科学研究費補助金を受けるについての「藻

類」第31巻 1-4号の責任頁数は272頁とされている。

現時点では論文数が不足気味なので，奮って投稿して

欲しい旨要望された。

6.昭和58・59年度事業計画

以下のことが承認された。 (1)昭和58年10月3日か

ら京都工芸繊維大学で開催予定の日本植物学会大会の

折に秋季集会(講演会・懇親会)を開〈。世話人は梅



220 

第8回大会および総会を東京学芸大学で開催する。勇氏(京大・農)0 (2)昭和59年度目本藻類学会崎

日本藻類学会(57.1.1~57.12.31) 一般会計決算報告昭和57年度表-1
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日本義類学会

日本藻類学会

日本藻類学会

日:本藻類学会

昭和58年2月18日

本決算報告は適正であることを認める

昭和58年2月18日 倫

日本藻類学会山田幸男博士記念事業特別基金会計決算報告 (56.1.1~57.12.31)昭和57年度表-2
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四
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会長

会計幹事

会計監事

会計監事

日本藻類学会

日本藻類学会

日:本藻類学会

日本藻類学会

昭和58年2月18日

本決算報告は適正であることを認める

昭和58年2月18日
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表-3 昭和問年度一般会計予算案 日本藻類学会

収 入

会 費 3，772，000 

普通会員 (490) 2，450，000 

学生' (槌) 238，000 

外国 n (78) 468，000 

団体 H (42) 336，000 

賛助 n (14) 280，000 

阪 売 878，000 

(定パ期ッ蹴クナンバー 350，000 

>>IJ 届4 代 800，000 

超過頁負担金 550，000 

広 告 代 320，000 

手。 子 20，000 

雑 収 入 1 

刊行助 成 金 1，000，000 

計 7，340，001 

前年度繰越金 1，204，472 

lロh 計 8，出4，473

4.北海道大学理学部附属海藻研究施設創設 50周年記

念行事

1.公開講演会と映画会(昭和58年7月24日) 12: 30 

-15: 00;室蘭市労働会館)

演題並びに講師

(1)海藻研究施設50年の歩み

中村義輝(前海藻研究施設長)

(2)海藻の色は語る

横浜康継(筑波大学)

(3) ホタテガイを毒化させるプランクトン

西浜雄二(道立栽培漁業総合センター)

映画山本海苔研究所提供)

2.記念式典と祝賀会

(1)記念式典(昭和田年7月24日16:00-16: 40; 

室蘭プリンスホテル金枝の問)

支 出

印 席目 費 4，650，000 

別刷代 800，000 

編 集 費 330，000 

論文審査料 65，000 

英文校閲料 75，000 

編集補助費 90，000 

通信連絡費 100，000 

会誌発送費 304，000 

庶 務 費 660，000 

事務用品費 80，000 

会議費 48，000 

通信・印刷費 132，0∞ 
事務整理補助費 90，000 

諸雑費 200，000 

幹事旅費補助 35，000 

幹事手当 90，000 

学会センター業務委託費 700，000 

第7回大会補助金 100，000 

計 6，759，000 

予 備 費 1，785，473 

l口"- ~t 8，臼4，473

海藻研究結設長阪井輿志雄氏の開式の辞ののち，

伊藤英治北大理学部長の式辞，松下政雄北大理学部

事務長による施設の沿革報告がある。そのあと，有

江幹男北大学長，岩田弘志室蘭市長，北林浩胆振

支庁長，岩本康三日本藻類学会長の祝辞があり，出

席者約 120名の盛会のうちに閉式となる。

(2)祝賀会(向上17:00-19: 00;向上銀枝の間)

上記式典につづいて，海藻研究施設の舘脇正和氏

の司会で，立食パーティー形式で行われた。伊藤理

学部長の開会のあいさつ，辻野勇北大水産学部長

の音頭による祝杯のあと，なごやかに，賑かに会は

進行し，途中，故山間幸男先生の御夫人及び故神田

千代ー先生の御夫人の挨拶もあり，中村義輝施設長

の乾杯で祝賀会はしめくくられた。
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投稿案内

I.編集の方針本誌には藻学と応用藻学に関する会員の未発表の，論文・総説・短報(速報・短い調査報告な

ど)雑録(抄録・採集地案内・分布資料・ニュース・所見・新干リ紹介など)を掲載します。論文はデータや考察

の独創性の有無に重点を置いた編集委員会の審査を経たのち受理されます。原稿の取捨掲載順序，体裁などは編

集委員会および編集幹事で決めます。原稿は和文または英文とし，論文と総説は刷上り 6頁，短報は 2頁，雑録

は1頁以内を無料とします。頁の超過は制限しませんが，頁の超過分，折込み，色刷りなどの費用は著者負担と

なります。和文原稿では 5枚が，英文原稿では 2枚が刷上り l頁となる見当です。

n.報文の書き方 和文原稿は400字詰原稿用紙(横書きB5またはA4)に，当用漢字，新仮名使い(生物名は

片仮名)を用い糖書体で書いて下さい。英文原稿は厚手タイプ用紙を用い， ダプルスペースで28行にタイプで打

ち，十分な英文添削または校閲を経たのち提出して下さい。新種の発表や学名の記載に当っては国際植物命名規

約に従って下さい。なお，アラピア数字・メートル法・疾氏温度を用い，学名などのイタリッグ体には下線 1本，
人名などのスモールキャピタルには下線2本，ゴジッタ体には波状線 1本を記入して下さい。

例 :Batrachospermumectocarpum S旦正，竺竺竺2:'sec， min， hr， nm， ~m， mm， cm， m， ~ ml， ~ 

μg， mg， g， N， M， ppm， lux， g(gravity)， 250Cなど.

原稿は，標題・英文要約(和文・英文原稿共)・本文・引用文献・和文摘要(英文原稿のみ)・表と図とその説

明(英文)の順にまとめて 1組とし，コピー共2組(写真は現物2組)にしてお送り下さい。

(1)標題と要約英文原稿では，欄外見出し・標題・著者名・要約の順に，和文原稿では，欄外見出し(英)・標

題と著者名(和と英) ・要約(英)のH債に記入して下さい。要約は著者名・標題・雑誌名・まとめ (200字・

必要に応じて400字まで)・著者と宛先の順に記入し，研究費に対する謝辞は脚注に入れて下さい。

(2)本文 標題紙に記した以外の謝辞は，なるべく本文の末尾に入れて下さい。表と図は必ず本文中に引用(Fig.
1， Table 1のように)し，文献の引用は次の例にならって，著者名と出版年および必要に応じて頁(単行

本の場合)を明示して下さい。

例: ・・・・aquaticecosystems (WELCH 1972， 1974)， Liebig's (1840 p. 23) “low of the minimum" 
is・・・ 1 ・・・・が知られている (YAMADA 1949)，岡村 (1907p. 56)は，

(3)引用文献本文中で引用した文献のみを，別紙にアルファベット順に列挙して下さい。引用は，①原著の引

用と，②図書目録を見て目的の書物を捜し当てるための引用の 2本立てとし，それぞれがイ)著者名ロ)

出版年ハ)標題(巻次を含む) ニ)対照事項(頁・図など)ホ)出版事項(出版者・出版地)のうちの必

要部分からなるよう順を追って下例にならって記入して下さい。
(単行本) ①，②共通広瀬弘幸イ)1959.円藻類学総説。づ内問老鶴圃，東京吋.

(単行本中の l章) ①DREBES， G.り 1977.円 Sexuality.叶 p.250-283.吋②InD. WERNER [ed.Jイ)The 
biology of diatoms.") Blackwell Sci. Pub.， London.村

(叢書中の分冊) (!)HUSTEDT， Fρ1930.円Bacillariophyta.づ②InA. PASCHER [ed.Jイ)Subwasser-

Flora Mitteleuropas. ed. 2. No. 10.づ GustavFischer， Jena!つ
(雑誌の中の 1論文) ①森通保イ)1970.円 Batrachospermumectocarpum SIROD.の分類学的研究。づ②

藻類 8"):1-8.斗

①MORI， M.り 1975.円 Studieson the genus Batrachospermum in Japan.づ
②Jap. Journ. Bot. 20'つ:461-485.~) 

(4)和文摘要 英文原稿の場合のみ，和文で，著者名・標題・宛先も入れ400字以内にまとめて下さい。

(5)表と図およびその説明 英文で書き，表と図は印刷頁の寸法 (14x 20.5 cm)，特に横幅(全幅 14，片段 6.6

cm)を考慮し，原寸大または縮小したとき印刷頁におさまる大きさにtlー上げ， 図には倍率を示すスケールを

入れ，線や記号，文字，数字はタイプライ Fー， レタリング用具などを用い黒インキで鮮明に記入し， その

まま印刷に廻せるようにして下さい。なお，特に表の組版を希望の場合はその旨明記して下さい。表と図の

裏には著者名・番号・希望縮尺を記入して下さい。表と図の説明は別紙とし， それを入れる場所を本文原稿

左欄外に明示して下さい。

][.校正と別刷著者校正は初校
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Information for Authors 

Members of the Society are invited to contribute original research reports and short communica-
tions in Japanese or English on all aspects of phycology. Every research paper is read and criticized 
by reviewers on the basis of its originality and the discussion presented. Where appropriate， review-
ers other than those on the Editorial Board are consulted. Final responsibility for selection and 
published order of papers rests with the Editor. Papers not longer than 6 printed pages including 
figures and tables and short communications within 2 printed pages will be published without charge 
(exclusive of reprints). Additional published pages will be charged to the author (10，000 Yen per 
page). 

The manuscript should conform exactly to the following instructions. The manuscript should 
be typewritten， double-spaced， on thick paper of 21.5 x 28 cm or A4 size. Each typewritten page 
usually consists of 28 lines. Symbols， units and nomenclature should conform to international usage. 
The S. I. metric systemshould be used for all numericaI data. Words to be printed in italics should 
be underlined. The original copy and one duplicate are required. The first page should have only 
the title， name (s) of the author (s) and institution with address， and any necessary footnote. A short 
running title should be included. ACknowledgements preferably follow the text but precede the 
references. Tables and legends for figures should be on separate pages and be placed after the 
references. 

An abstraet of not more than 200 words is required. At the end of the abstract， 5-10 Key Index 
Words should be given alphabetically for aid in indexing. A Japanese abstract will be provided by 
the Editor from translation of the abstract. 
Referenees. Citations in the text should read thus: LIEBIG'S (1840 p. 23) •..•.. or ...... (WELCH 1972， 
1974). In the list at the end of the paper， references should be typed in alphabetical order. Each 
reference should be given in the following order: Name， Initials， Date， Title， Journal Volume: first 
page-last page_ Example : 

MIKAMI， H. 1978. On Laingia hookeri (Rhodophyceae， Delesseriaceae) from New Zealand. 
Jap. J. Phycol. 26: 65-68. 

A book title should be followed by the name of publisher and place of publication. Example : 
ABBOTT， I. A. and HOLLENBERG， G. J. 1976. Marine algae of California. Stanford Univ. 
Press， Stanford. 

Tables should be numbered with Arabic numerals， have a title， and be referred t 




